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セ
ツ
の

愛
し
た

能の
う

楽が
く

小こ

泉い
ず
み

謡よ
う

曲き
ょ
く

の
内
に
あ
る
幾い

く

多た

の
物
語
は
、そ
の
不
思
議
な
点
に
お
い
て
、一
種
の
怪
談
と
し
て
も
、

先
生〔
小
泉
八
雲（
ラ
フ
カ
ディ
オ・ハー
ン
）〕の
興
味
を
惹ひ

い
た
事
で
あ
ろ
う
と
察
し
ら
れ
る
。

こ
れ
は
又ま

た

よ
く
先
生
の
心こ

こ
ろ

持も
ち

を
承
知
し
て
お
ら
れ
た
奥
さ
ん〔
小
泉
セ
ツ
〕も
固
く
信
じ
て
お
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

た
と
え
ば
夢
幻
の
よ
う
な「
松ま

つ

虫む
し

」の
一
曲
、枯か

れ

野の

を
友
と
歩
い
て
い
る
内
に
、

こ
の
友
が
死
ん
で
い
る
と
い
う
不
思
議
な
話
、ま
た
有
名
な「
道ど

う

成じ
ょ
う
じ寺

」
――
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曲
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道
成
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の
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と
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、比
較
に
出
来
な
い
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ど
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愴そ
う

な
も
の
で
あ
る
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等
は
、
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に
先
生
の
愛
好
さ
れ
た
に
相
違
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
、

こ
れ
も
奥
さ
ん
の
お
話
で
あ
る
。　
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に
よ
る

謡
と
仕し

舞ま
い

入
場
無
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途
中
入
退
場
自
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第
Ⅱ
部	

 

15
時
30
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時

能の
う

楽が
く
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に
よ
る
実
演
と

体
験
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ー
ク
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ッ
プ

資
料
代
５
０
０
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第
Ⅱ
部
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み
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参
加
も
可

事
前
申
込
制
／
全
席
自
由

公益財団法人
 エネルギア文化・スポーツ財団

ENERGIA CULTURE AND SPORTS FOUNDATION
ごうぎん文化振興財団

100
年
前
の
セ
ツ
さ
ん

→

の
よ
う
に

島
大
生
も
お
稽け

い

古こ

す
る 

能
楽
の
魅
力
って

何
だ
ろ
う
？

［主催］    松江喜多会    ［共催］   小泉八雲記念館�

謡う
た
い

と
お
囃は

や

子し

の
世
界

お
子
さ
ま
大
歓
迎
！

 参加申込フォーム
配付資料準備のため、必ず事前にお申し込みください。
forms.gle/jjpbtCQjXEEj3D1F6
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［申し込み・問い合わせ先］松江喜多会 



小
泉
セ
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小
泉
八
雲（
ラ
フ
カ
ディ
オ
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ン
） ［
画
像
提
供
］小
泉
家

『
怪
談
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著
名
な
小こ
い
ず
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八や
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も（

ラ
フ
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・ハ
ー
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）の
妻
・
小
泉
セ
ツ
は
、能の
う

楽が
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を
愛
し
、喜き

多た
り
ゅ
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の
謡う
た
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と
幸こ
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流り
ゅ
う

の
小こ
つ
づ
み鼓
を
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稽け
い

古こ

し
、晩
年
の
生

き
が
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に
し
て
い
た
人
で
し
た
。能
楽
と
は
、室
町
時
代
以
来
現
在
ま
で
600
年
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上

続
く
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本
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統
の
ミ
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舞
い
、舞
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脇
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地じ
う
た
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唱
隊
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た
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、舞
台
後
方
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は
囃は
や
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（
器
楽
演
奏
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鼓つ
づ
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、小
鼓
、太た
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鼓こ
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謡
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は
や
し
た
て
ま
す
。

今
回
は
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ツ
や
八
雲
、怪
談
ゆ
か
り
の
曲
を
中
心
に
、謡
と
囃
子
の
能
楽
の
世
界
を

体
験
・
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。�
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配付資料準備のため、
必ず事前にお申し込みください。

◉フォームから申し込む

右のQRコードまたはURL
からアクセスしてください。

◉はがきで申し込む

参加される方のお名前、
住所、連絡先（電話番号）、
参加される部（第I部、第II部）を記載し、
松江喜多会までお送りください。
⃝第II部のみ参加資料代として当日受付で500円
いただきます。小学生以下のお子さんは無料です。
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申
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forms.gle/
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横
よこ

山
やま

幸
ゆき

彦
ひこ

能楽小鼓方幸流。重要無
形文化財総合指定保持者。
1968年生まれ。父・晴明に
師事。1994年「 道成寺 」、
2000年「猩々乱」「卒都婆
小町」を披く。広島市佐伯
区在住。

八
や

木
ぎ

原
はら

周
しゅう

平
へい

能楽笛方森田流。1959年
生まれ。吉岡望、杉市和に
師事。1996年、「翁付高砂」、
2025年「道成寺」を披く。岡
山能楽振興会会長。岡山
県在住。

白
しら

坂
さか

信
のぶ

行
ゆき

能楽大鼓方高安流。重要
無形文化財総合指定保持
者。1965年生まれ。祖父・
柿原繁蔵、叔父・柿原崇志
に師事。1977年、連調「富
士太鼓キリ」で初舞台。以後、

「三番三」「獅子」「猩々乱」
「定家」「卒塔婆小町」などを

披く。福岡県在住。

大
おお

島
しま

衣
きぬ

恵
え

能楽シテ方喜多流。東京芸
術大学音楽学部邦楽科卒
業。祖父・久見、父・政允に
師事し、２歳で「鞍馬天狗」の
稚児にて初舞台。広島県福
山市の喜多流大島能楽堂
を中心に各地での演能、能
楽普及活動に努めている。
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